
スマートシティ・ガイドブック検討会 設立趣旨 

 

〇統合イノベーション戦略 2020 等に基づき、Society5.0 の総合的シ

ョーケースとして政府をあげてスマートシティの取組を推進。 

 

〇新型コロナウィルス感染症を契機としたデジタル化や、AI、IoT を

はじめとする各種技術開発が急速に進展する中、これらの技術を

まちづくりに取り入れ、市民生活の質、都市活動の効率性等の向上

を図ることは、今後のまちづくりの基本となるべきテーマであり、

全国多くの都市・地域においてスマートシティの取組が進められ

ることが望まれる。 

 

〇この観点から、スマートシティに取り組む地方公共団体、公民連携

の協議会等を支援するため、先行してスマートシティに取り組む

地域における事例等を踏まえつつ、スマートシティの意義・必要性、

導入効果、及びその進め方等について、ガイドブックとしてとりま

とめることを目的に、本検討会を設立。  
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